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第11報　節足動物，特に昆虫類抽出液のウイルス感染に及ぼす影響

河又仁・奥山哲・阿久津克己

緒 言

　植物に存在する植物ウイルス感染阻害物質については，

　　　　　　　　　　1一一3），5），　6），　8），　9），11－13），15），20），
既に多くの報告があり

21）’28）’31）’32）’34～36），著者らも各種植物について検討

し，当該物質の植物界における分布，性状及びその阻害

機構などを報告した22～2駕

　ところで一方，動物界におけるこの種物質に関する研

究はいまだ少なく4）’7）’　10）’14）’16““19）’29）’30）’33）’37）’

38），体系的な検討はほとんどなされていない。そこで

1981年より1982年にかけ，昆虫を中心とする節足動物

についてTMV，　CMV－ChenoPodium　amaranticolor

Coste　et　Reyn，の系で，この種物質の存否，性状並

びに阻害機構等に関する一連の実験を試みた。得られた

諸結果のうち，ここに取りあえず本物質の存否や分布に

ついての結果を取りまとめ報告する。

　なお，本研究を遂行するに当り，種々ご協力いただい

た当学部植物病理学研究室の各位に対し衷心より厚くお

門中し圭二げる。

実験材料及び方法

　実験には昆虫綱ユOi］59科ユ78種，蛛形綱11i］3科3

種，甲殻綱ユ目ユ科1種，唇脚綱2目2科2種，倍脚綱1

1’1　1科王種の計151166科185種の節足動物を供した。

いずれも若い成虫を用いたが，これら節足動物は，茨城

県稲敷郡阿見町の当学部構内，同県筑波郡筑波町の筑波

山，同県東茨城郡御前由村の御前山及びその周辺地区で

採集した。

　供試動物は，一18℃の冷所に5～ユ0分間置いてその

動きを封じてから秤量し，9倍重巌の殺菌水を加えて乳

鉢で充分すりつぶした後5，000g，30分の遠心分離を

行い，得られた上清をもって10倍抽出液とした。これに

殺菌水9倍量加えて希釈したものをIOO倍抽出液，更に

9倍量添加したものを1，000倍抽出液とした。

　実験に供したウイルスの系統は，TMV及びCMVとも

当植物病理学研究室で維持・保存している各ordinary

strainである。使用に際して両ウイルスはそれぞれタ

・ミコ（Nicotiana　tabaCttm　L．　var．　Xanthi）に接

種して増殖させ，その病葉から前報23）に準じて遠心上

清を調製した。CMVの場合，実験の度ごとにこの上清

を調製し，CMV液として用いたが，　TMVでは，当該

上清を凍結乾燥して保存し，必要に応じ殺菌水工OO　me

に35mgの割合で溶解して用いた。

　その他検定に供した植物の種類，検定法並びに感染阻

害率の算出法などは，すべて前報23）に準じた。

実　験　結　果

　肇　各種昆虫抽出液のTMV及びCMVとの混合接

　　　種試験

　TMVでは10目59科178種，　CMVではこのうちの8

1曇21科27種の昆虫について，それぞれ調製した10倍，

100倍及び1，000倍抽出液を等量の各ウイルス液と混合

し，C．　amaranticolorに接種した。その後生ずる局

部病斑の数より感染阻害率を求めた結果は，第ユ表の通

りである。

　第1表に見られるように，TMVの場合，10倍抽出液

でシオカラトンボ，アキアカネ，シ。ウリ。ウバッタ，

クルマバッタ，クルマバッタモドキ，ツチイナゴ，チャ

イロカメムシ　ワタアブラムシ　モモアカアブラムシ
　　　　　　）　．　　　　　　t　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ヤマトシジミ及びヒメジャノメは，ほぼ完全な感染阻害
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第1表各種昆虫抽出液のTMV及びCMVとの混合接種試験結果

T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

！：！0 1：100 1：1000 1：10 ！：！00 1：1000

トンボ目　Odonata
％ ％ ％ ％ ％ ％

トンボ科しibellulidae

・シオカラトンボ　Orぬ就rαmαZ腕s古：yZμm　spec‘osωm

Uhler 99．0 48．5 1．0 94．1 20．0 一6．9

・アキアカネ　・Sケれp就rμm　／rθ（7μεη8　Seユys 99．2 46．3 一4．9

直翅目　Orthoptera

コオロギ科Gryllidae

・エンマコオロギ　Gr：yZ伽8：yεm7ηαOhmachi　et

Matsuura 83．8 19．1 6．ユ 8α4 36B 一3．7

　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Bクマコオロギ　G．mLη，or　Shiraki 95．7 46．2 7．8

・．ミツカドコオロギ　．乙。：℃oうZemンm．αs　（10eη．‘舵‘Stein 86．2 27．7 13．5

・ハラオカメコオロギ　．乙．αr‘e孟㏄Z㏄8　　Saussure 94．2 35．4 6．7

・ツヅレサセコナロギ　σr）’ZZodθsα8pεrsω8　Walker 92．2 45．5 9．8

マダラスズ科Nemobiidae

・マダラスズーP陀roηθmoう如8∫αsc‘Pεs　Walker 96．8 10．0 一6．9

・シバスズP．蝕proわαηεπs‘8　Walker 98．2 53．9 7．1

マツムシ科Eneopteridae

・マツムシX飢ogrツZZ囎mαrmor確認（de　Haan） 95．5 54．1 14．7 89．7 31．4 一8．4

スズムシ科　Phalangopsiidae

・スズムシ　」仔omoεogr：yZ伽sノαpoη‘cμs　de　Haan 97．7 62．0 21．3

カマドウマ科Rhapidophoridae

・マダラカーマドウマ　D‘es古rαmmeη．α　ノαporL‘cα　Blatchley 84．5 19．5 一1．2

ヒシバッタ科Tetrigidae

・ヒシバッタ　〆1cr：ydl‘㏄m　ノαpoη，‘c㏄m，　de　H：aan 84．4 44．5 2．5 93．4 30．9 11．9

。トゲヒシバッタ　擁。αη6んαZoわ召3　ノαpoη‘o召8　de　H：aaR 848 36．0 2．1

バ。タ科Acrididae

・ショウリョウバッタ　ゑcr認α　如rr髭α　Linn6 98．8 65．4 49．0 97．2 71．3 51．8

・トノサマバッタ　LOCμ8εα　m‘grαεor‘α　Linn6 98．3 55．7 20．1

・クルマノミッタ　　Gαsεr‘ηzαrg㏄s　ηταrmorαむα8　Thunberg 98．7 46．2 一5．2

・クルマバッタモドキ　02（1α陀μs　‘几」他m，αZ‘8　de　Saussure 98．7 44．7 7．0

・ミヤマフキバッタ　Pαrαpod‘8mα　m，〃aα（10　Bolivar 97．1 49．3 3．4

・ツチイナゴ　P碗αZL8α　ノαpoπ‘cα　Bolivar 98．6 63．9 12．4

’　・オンブバッタ　ノ鷺rαcωmorpんα　わθ（1eZ‘Bolivar 97．7 49．5 18．0 93．0 40．7 10．4
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T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

！：！0 1：100 1：1000 1：10 ！：100 1：1000

ナナフシ目　Phasmida
％ ％ ％ ％ ％ ％

ナナフシ科　Bacunculidae

・トゲナナフシ　Nεoん‘rα8θαノαpoη，‘cαde　Haan 73．1 28．3 8．1

トビナナフシ科Ba．cteriidae

・トビナナフシ　M‘cα（1‘η．α　pんZ那。雄θη，o‘（1εs　Rehn 80．9 16．0 一6．5

ハサミムシ目　Dermaptera

ハサミムシ科Psalididae

・ハサミムシ　ムη‘80Zαb‘8　mαr‘玩mα　BoreUi 92．6 41．3 11．7

オ至幸サミムシ科しabiduridae

・領事ハサミムシ　五α玩d短rαノα．ρoη．‘cα　de　Haan 83．8 32．7 一8．0

網翅目　Dictyoptera

カマキリ科Mantidae

・カマキリ　Pαrα陀η．0（メθrα　αηgαS漉∫）eπη．お

de　Saussure
74．3 24．1 一3．9 87．9 31．9 8．6

半翅目　H：emiptera

カメムシ科　Pentatomidae

・チャイロカメムシEμr）ノ8rα鉱εr　8語‘cα　Walker 9＆5 26．4 2．5 94．0 44．4 35．0

・クロカメムシSco麗πopんαrα伽r‘dαBurmeister 90．7 15．9 4．6

・イネカメムシ　Lαgyηo‘omωs　θZoηgαε㏄s　Dallas 96．4 24．9 8．4

・シラホシカメムシ　Eysαrcor‘8ひeπかαZεs　Wesもwood 97．9 27．2 6．7

。ナガメ　E㏄r）1dεm．αrωgo8㏄m　Motschulsky 92．4 28．8 一4．3

・アオクサカメムシ　1Ve2αrα　αη．舵πηα雄　　Scott 93ユ 16．2 一9．7

ヘリカメムシ科Coreidae

。ホオズキカメムシ　．4cαη漉oco拐s　sordE（メ㏄8　Thunberg 93．0 42．6 一7．1

・クモヘリカメムシ　．乙εp‘ocor厩αcorわ誘ごεChina 823 49．1 23．4

・ホソヘリカメムシ　．R‘p如r‘μ8　cZαひα伽s　Thunberg 82．2 37．1 13．1

エビイロカメムシ科　Phyllocephalidae

・エビイロカメムシ　Goη，op8‘s　α∬‘η．‘8　Uhler 88．7 48．2 10．6

クヌギカメムシ科Urostylidae

・ナシカメムシ　びrocんθZα　Z碗eoひαr‘α　Distant 90．8 36．9 13．0

アメンボ科　Gerridae

・ヒメアメソボ　　Gθrrお　ZαCω8‘r‘s　Zα翻αわ（10m‘π‘S

Miyamoto 73．0 33．1 0．4

・アメンボ　G．Pα臨dωm　‘π8認αr‘8　Motschulsky 76つ 21．8 一8．2
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T M V C M V
試　　　　昆　　　　虫供

1：10 ！二100 1：1000 ！：！0 1：100 1：1000

タイコウチ科　Nepidae
％ ％ ％ ％ ％ ％

・ミズカマキリ　Rαπα‘rα　cん語εηs‘8Mayer 63．1 27．8 6．3

。ヒメミズカマキリ　R．αη，‘coZor　Scott 69．4 20．9 一3，2

セミ科Cicadidae

・クマゼミ　Cr：yp孟。‘）ノmpαηα　ノαpor昭η8‘8　Kato 86．7 48．4 24．0

・アブラゼミ　Orα∫冗OP8α髭拐α　読gro∫αSCα古α

Motschulsky 85．3 42．7 18．2

・ニイニイゼミ　pZα古こypZεω「α　んαεmp／e「∠　Fab「iciUS 89．9 55．9 19．3

・ヒグラシ　7αηηαノαpoη，θη8‘8　Disもa批 84．1 63．1 13．6

・ツクツクボウシ　Mε‘rηωπα　opαZびθrα　Walker 83．9 56．2 32．3

。ミンミンービミ　0ηcoε：ymPαηα　mαcμZα薩coZZ‘8

Motschulsky 93．8 51．5 21．9 1

。チッチゼミ　ハ4認αmp8α髭α　rα読厩or　Uhler 89．1 58．0 11．6

アワフキ科Cercopida．e

。ホシアワフキ　．A飢Pんorαs‘‘c孟‘cαMatsumura 61．0 6．5 一18．2

・ハマベアワフキ　P就αpんorα襯αr読mαMatsumura 57．1 21．1 4．7

・マルアワフキ　ゐθp）ノroη．ごαcoZθOP‘θrα孟αLinn6 62．1 343 3．7

ヨコバイ科Deltocepha王idae

・ツマグロヨコバイ　NθPILO‘θ伽：r　c‘πc亡‘cθps　Uhler 90．0 46．8 27．4

・カスリョコバイ　BαZcZμオんα　p㏄ηc孟α診α　Thunberg 92．3 37．9 2．4

・フタテンヨコバイ　Mαcro8めθ陀s　∫αsc‘∠∫roπs　St温1 79．4 37．0 一5．1 82．8 61．3 一2．9

・ヨツテンヨコバイ　M．αααdr‘rηαc認α枷s　M滋sumura 76．6 28．7 ヨ．4

オオヨコバイ科Te乞tigellidae

・オオヨコバイ　lrε臨9θ〃αo‘r読s　Linn6 90．7 62．6 8．9

ウンカ科Delphacidae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノEセジロウンカ　80gα詑ZZα　／μrc‘ノセrα　Horvath 78．8 42．3 33
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oEトビイロウンカ　N‘ZαPαrひα古α　Zω8θZL8　Stal 82．8 61．2 一〇．1

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Bヒメトビウンカ　エ、αo（1eZpんακ　s古r‘α孟eZZαls　Falle簸 71．7 48．6 3．9

アリマキ科Aphididae

・ワタアブラムシ　．4pん‘8　go88：yp‘‘Glover 98．6 60．5 ！1．2

・イバラヒゲナガアブラムシ　Mαcrsゆんαm，ぬαrαε

Matsumura 98．1 71．8 30．4

。モモアカアブラムシ　M：y2ω8　pθrs‘cαθ　Sulzer 99．5 79．1 56．3 95．0 42β 8．3

鱗翅目　1．epidoptera

ヤママユガ科Aむtacidae

・ヤママユ　．4η仇θrαθαyαηzαmαごGu6rin－M6neviUe 946 19．4 一3．8

・クスサン　D‘c妙opZocαノαpoη‘cαMoore 89．7 34！ 24．9 88．5 36．9 5．0
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T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

1：10 1：100 ユ：1000 1：10 1：100 1：1000

カレハガ科　：Lasiocampidae
％ ％ ％ ％ ％ ％

・カレハガ　Gα8〃OPαCんα　9αεrcガoZ‘α　Cεrrεdガ0屍α

C．et　R．　Felder 86．7 12．9 8．8

セセリチ。ウ科Hesperiidae

・ミヤマセセリ　Erこyηη‘8　　moπ孟α几μs　Bremer 95．0 28．7 5．2

・ダイミ・ウセセリ　Dα‘η寛。　孟e仇ツsM6n6tr遍s 96．6 26．8 2．6

・アオバセセリ　Cん。α8Pε8　わθπノαm‘η，‘‘ノαpoη，‘cα

Murray 92．4 65．4 9．1

・キマダラセセリ　Po‘αη施αs／伽槻m　Murray 92．8 35．5 1LO

・ヘリグロチャバネセセリ　Tん：ym，θZεcαs　8：yZoα蕊。αs

Bremer 96．1 36．2 一12．3

・コチャバネセセリ　Tんorθs8αびαr‘αMurray 97．6 29．9 4．4

・ホソバセセリ1舶頗ηoπZα瓶pro8P‘Z粥C．　e七

R．Felder 95．1 5ユ．0 4．5

・オオチャバネセセリ　一Po砂〃θm，‘8　pθ乙犯。‘dαMurray 91．3 42．4 一5．2

・チャバネセセリ　PεZopε（∫α8　ητα仇‘αS　Oわerεんα沈

Evans 95．4 50．9 6．7

・ミヤマチャバネセセリ　P．ノαr乙80η‘s　Butler 89．8 50．3 7．5

・イチモンジセセリ　Pαrηαrαg雄‘就αBremer　et

Grey 90．8 61．5 8．2 94．8 64．7 一6．9

アゲハチ。ウ科　Papilionidae

・キアゲハ　PαP‘Z‘o　m．αcんαoη　ん‘ppocrα詑s　C．　et

R．Felder 97．6 55．7 13．2

・アゲハ　P．κ碗んαs　I」inn6 95．6 32．0 6．5

・オナガアゲハ　P．mαc‘Zεη．孟α．s　Janson 94．5 19．3 一9．4

・クロアゲハ　P．proめeηor　（1em鉱r‘ω8　Cramer 95．7 33．2 4．3

・カラスアゲハ　P．う‘αηor　dlθんααrL‘‘C．　et　R．Felder 95．7 43．3 一3．0

シロチ。ウ科　Pieridae

・モンシロチ。ウ　P‘εrε8　rαpαe　crωc‘ひorα　Boisduval 95．0 ！0．6 16．3 94．6 53．8 5．5

・ヒメシPチ．ウ　五epε‘dεααmαrθπ8‘8　M6n6triδs 92．6 20．2 一2．3

・ツマキチ。ウ　．4η．ぬocar‘s　8coZ：ym㏄8　Butler 92．2 15．9 1．9

。キチ。ウ　Eμremα　んεcαわε　mαη（∫αr‘η，α　de王’Orza 91．9 13．6 2．1

・モンキチ。ウ　Co房α8　erα舵　poZ‘08rαpん㏄s

Motschulsky 944 8．1 一2．9 91．1 50．5 13．6

シジミチ。ウ科しycaenidae

・ウラゴマダラシジミ　Arめpoe‘εs　pr：yεr‘Murray 96．6 48．6 26．3

・アカシジミ　」αPOη‘Cα　♂碗εα　Hewiもson 97．5 46．9 25ユ

・ウラナミアカシジミ　」．8αθpε8〃‘α雄　Hewitson 97．7 63．1 34．3
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T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

1：10 1：100 1：1000 ！：10 ！：100 1：1000

％ ％ ％ ％ ％ ％

・ミズイロオナガシジミ　孟rL翻g6αβ　α琵‘麗α　Bremer 96．9 6L5 32．7

・オオミドリシジミ　．Fαひ。π砒80r‘εη‘αZ‘s　Murray 96．0 45．3 25．0

・ミドリシジミ　Nθ02θpん）ノrα8　オακ混α　ノαpOηごC㏄8

Murray 96．7 61．8 29．3

・トラフシジミ　RαpαZα　αrα‘α　Bremer 96．7 502 26．9

・コツバメ　。AんZうεrg‘α　！errεα　Butler 96．7 25．8 20．6

・ゴイシシジミ　Tαrαんα　んα瓶αdα　Druce 95．1 741 2α3

・ベニシジミ　五）ノ。α召ηα　PんZαθαs　（1α‘m‘o　Seitz 94．6 65．0 31．1 97．2 53．7 18．9

・ウラナミシジミ　Lαmp‘（1θs　わ02翻。㏄8　Linn6 97．0 74．7 25．8

・ツバメシジミEθ2rθ8αrg‘αdθsんθZZo‘‘αM6n6tri酷 902 25．4 15．2 945 51．8 3．4

・ヤマトシジミ銑2θθ拐αmαんααr8ぬM6n6triδs 98．5 77．6 36．9 96．8 64．5 22．0

・ルリシジミ　CeZα8ε冠η，α　αr8‘o伽8　Zα（10ηごdes

de　POrza 91．9 64．3 5．8

タテハチ。ウ科　Nymphalidae

・クモガタヒ。ウモン　．4rgッπrτお　αηα（砂0η1θη．ε　m乱1α8

Buむ王er 98．1 36．5 一22．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Eミドリヒ。ウモン　／乱∫）αpん‘α　8θ誌んα　Hemmlng 97．7 31．6 8．6

。メスグロヒ。ウモン　Dαmorα　Sα8απα　麗α7τθ

FruhstOrfer 97．5 40．6 10．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oEウラギソスジヒョウモン　．Arg：yroη10肌θ　Zαod‘CθノαpOη，乙Cα

M6n6triδs 97．0 47．3 一1．3

。ウラギンヒ。ウモンFαう拐傷α几αα漉∫）pθραZZe8Cθη8

Butler 96．3 4エ．9 一〇．4

。イチモンジチ。ウ　Lα（10gα　0αη琵〃α　ノαpO編Cα

M6難色もri6s 96．8 36．5 8．4

　　　　「Eコミスジ　Nεμ‘8αcθr‘8　ε碗θrmθd‘αW．B．Pryer 97．7 19．3 一14．2

・ヒメアカタテハ　「レzαηθ8Sα　Cαr（1読　Linn6 97．2 23．6 一6．0 91．8 45．1 5．7

・アカタテハ　▽F．‘rLd‘cα　Herbsも 97．4 13．3 141

・コムラサキ　湾pα飢rα　‘Z‘α　sωう適意碗α　Butler 94．8 20．9 6．3

ジャノメチ。ウ科Satyridae

・ジャノメチョウ　M洗0雄　drツαS　わゆω几C孟α施8

Motschulsky 97．4 25．8 34．6

・ヒメジ・ノメMツ。αzεs‘8go孟αmαμg煽α

Fruhsもorfer 98．6 50．1 25．8

・コジ・ノメ《4．∫rαηC‘8CαPεrd‘CCα8　Hewitson 95．7 38．8 18．2

・クPヒカケ∫　Lε‘んθ　（涜α几α　Butler 98．1 42．9 24．3

・ヒカゲチ。ウ　κ‘rro（1θSα　S‘ceZ‘s　Hewitson 98．4 48．0 29．3
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T M V C M V供　　　　試　　　　昆　　　　虫
1：10 1：！00 1：1000 1：10 1：100 1：1000

マダラチ。ウ科Danaidae
％ ％ ％ ％ ％ ％

・アサギマダラ　Cα伽gαs‘‘απ‘pん。疵。αMoore 912 49．9 13．8

シャクが科　Geometridae

・ユウマダラエダシャク　CαZosp‘Zo8　m‘rαπ（1α　Butler 86．5 33．8 一5。2

スズメガ科Sphingidae
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Eエビガラスズメ　H2rsε　COηひoZOαZ‘　Linn6 89ユ 13．5 一16．7

・コスズメ　TILθr窃rαノαpoη，‘cα　de　1’Orza 95．0 31．9 8．2

・セスジスズメ　T．oZ（1θπZαπd‘αε　　FabriciUS 93．8 36．1 一4．2 92．6 41．2 3．6

・キイPスズメ　T．η，ε88㏄8　Drury 93．3 28．7 13．8

カノコガ科Ctenuchidae

・カノコガ　遼m．α‘αみ）r加η．ε‘de　l’Orza 83ユ 24．7 一5．2

ヒトリガ科Arctiidae

・ヨツボシホソバ　L誌ん08‘α　qωα（かα　Linn6 89．9 35．9 7．5

。アカハラゴーマダラヒトリ　βk）漏osomα　pωηC孟α7’‘α

Cramer 87．4 21．2 5．7

・キハラゴマダラヒトリ　S．肱b拐傷Pθ（メα　Linn壱 90．2 30．2 13．3

・シPヒトリ　8．π‘ひθαM6nるtr沁s 92．3 25．5 一6．5

トラが科Aga．ristidae

・トラガ　CんεZoηomorpんαノαpoηαMotschulsky 87．8 15．7 一8．0

ヤガ科Noctuidae

・タマナヤガ　ムgro‘‘8　‘p8‘Zoη．　Hufnagel 90．9 31．7 17．4

・カブラヤガ　A．ルcosα　Butler 91．7 7．1 17．2

・シPモンヤガ　湾ητα仇θs　c一ηごgrωm　　Linn6 82．0 7．6 11．6

・ヨトウガ　1レfαm（38孟rα　わrα8s‘cαε　　Linn（≦ 89．7 35B

双翅目　Diptera

ミズアブ科　Stratiomyida．e

・コウカアブP舵。古‘cμ8　‘εηεわrびer　Walker 94．7 49．4 16．5

ハナアブ科　Syrphidae

。ハナダカハナアブ　Rん‘π8‘α　Zαeひ‘gα‘α　1．oew 90．6 56．4 2．8

・ホソヒラタアブ　Epεsεropんe　わαZ陀α雄　de　Geer 93．5 35．1 6．9 97．1 30．9 4．9

イエバエ科Muscidae
。イェ〉くエ　M砿8Cα　（10mε8玩Cα　1」inn6 75．9 ！3．0 一3．7

ハナバエ科Anthomyiidae
・ヒメイエバエ　Fαηη‘α　Cαη．比μZαr‘s　Lirln6 76．7 27．4 一93
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T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

1：10 1：100 1：1000 ！：10 1：100 1：1000

クロバエ科CalliphOrida．e
％ ％ ％ ％ ％ ％

・オオクロバエ　Cα〃‘Pんorα　Zα雄　Coqui11就t 85．7 38．2 一1．8

鞘翅目　Coleoptera

ハンミ。ウ科Cicindelidae

・ハンミョウ　C‘c‘πddα　ノαporz‘cα　Thunberg 93．1 40．8 6．6 83．6 34．6 13．8

・コハンミョウ　　C．8pεcαZαr‘8　Chaudoir 92．2 51．7 21．1

オサムシ科Carabidae

・セアカオサムシ　Hεm‘cαrαう㏄s　施わθrcαZo8αs　Delean

et　Boisduval 89．8 352 一2．8

。アカガネオサムシ　Cαrαわαs　grαη泓Zα伽s　Lirm6 90．0 38．4 5．7

・ア：六区サムシ　ゑpo如mop‘θrμs　加8ωZεcoZαChaudoir 75．4 22．8 一！1．9

・キベリマルクビゴミムシ　1Vθわ冠α　Z加認α　Linn6 87．7 26．6 10．1

ゴミムシ科Harpalidae

・ヨツボシミズギワゴミムシBθmう‘dl‘oη　morαω髭2‘Csiki 903 53．！ 一1．6

・オオアオミズギワゴミムシ　B．Z‘880η，o鶴醗　Bates 8L6 50．0 2．4

・キアシヌレチゴミムシ　P砿roわμ8！Zαo‘pε8　Mo狛chulsky 84．8 51．6 9．6

・コガシラナガゴミムシ　P飽rOS面Cんωs　m．‘crocepんαZμS

Motschulsky 91．2 57．1 3．1

。セアカヒラタゴミムシ　σαZα仇μs　んαZθη，s‘8　Schaller 73．6 28．2 8．3

・マルガタゴミムシ　。Amαrα　cんαZc‘房8　Dejean 83．！ 43．4 10．9 89．5 28．3 8．1

・ゴミムシ　湾η，‘80dαc孟）ノZα8　s‘9η，α‘㏄8　Panzer 90．6 60．5 8．2 78．4 42．0 一5．4

・スジアオゴミムシMαcrocんZαθ7τ琵εs　co蕊‘gθr　Chaudoir 90．2 47．6 一5．6

・ヒメキベリアオゴミムシ　CんZαεη，勧s　‘η，OP8　Chaudoir 90．9 53．7 8．3

ゲンゴPウ科Dytiscidae

・ヒメゲソゴロウ　　Rんαηε㏄s　puεひerosωs　Stephens 77．7 11．0 14．1

・コガタノゲンゴロウ　qy翫8飽r　診r‘pαηc孟α‘α8　01ivier 81．9 333 一17．2

ガムシ科Hydrophilidae

・コガムシ　H：y（1rocんαrα　α∬加‘8　Sharp 90．7 13．1 一7．7

クワガタムシ科しucanidae

・ノコギリクワガタ　　Pro80POCO‘Zμ8　‘几C麗ηαめ㏄8

Moもschulsky 86．3 20．4 一7．1

・コクワガタ　M“αcrodorcαs　rθc乙ω8　Moもschulsky 89．3 344 16．1

センチコガネ科Geoもrupidae

・センチコガネ　Gθ碗rαp28　Zαεひ‘sヶ‘磁α8　Motschulsky 78．7 34．5 一2，0

・ムネアカセンチコガネ」BoZわOCθro80mα　η‘groρZαg6α枷m・

Waterhouse 86．3 43．3 一9．0
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T M V C M V
供　　　　試　　　　昆　　　　虫

1：！0 1：100 1：1000 1：10 1：100 1：1000

コガネムシ科　Scara．baeidae
％ ％ ％ ％ ％ ％

。ナガチャコガネ　Hθμop1乙：yZZα　p‘cθα　M：otschulsky 85．1 12．8 15．2

・マメコガネ　PoplZZ‘αノαpoπ‘cαNewmann 81．4 39．5 7．1 83．3 29．5 13．4

・ヒメコガネ　．AπomαZα配ノoc㏄preαMotschulsky 84．2 48．6 一1．3

・アオカナブン　Rんomわorrん‘几α　㏄η，‘coZor

Motschulsky 89．1 32．0 6．6 86．6 28．6 7．4

・アオハナムグリ　Cθεoπ‘α　roeZoノ蕊　Harold 58．2 55．2 7．6

ツチハンミ。ウ科Meloidae

・マメハソミ・ウ　βP‘cα碗αgorんαm‘Marseul 84．！ 27．6 0．6

カミキリ科Cerambycidae
・ク亡八ミキリ　Spoη（1：yZ‘8　わαprθ8孟。‘（1e8　Linn6 83．1 47．8 4．9

・ミヤマカミキリ　MαZZαmわ：yκ　rα（1（1eε　Blessig 84．8 54．7 一1．8

・ヨツボシカミキリ　S詑ηう雨気η覗m　αωα（かεη0古α如m

Bates 88．5 55．6 7．8 92．0 43．5 15．0

　　　　、Eゴマダラカミキリ　〆1η．opZopんorα　mαZαS‘αCα

Thomson 87．3 52．0 3．5

・シロスジカミキリ　Bαオocerα　Z‘η，eoZα孟α　Chevrolat 8L4 49．5 4．7

・クワカミキリ　Aρr‘oη，α　ノαpoη‘cα　Thomson 87．4 32．9 5．6

。キクスイカミキリ　Pんッ‘oθc6α　rα／‘oε鷹r‘s　Gautier

des　Cotむes 81．3 51．3 19．8

オ｝・シブミ科　Attelabidae

・モモチ。ッキリ　RILッ几。ん拡es　ん2ro8　Roelofs 85．7 48．1 7．8

・ヒメクロオトシブミ　、Apo（1θrμs　εr：y仇rogα8招r

Vollenhoven 85．4 23．6 2．1

膜翅目　Hymenoptera

アリ科Formicidae

・ク1コオオアリ　Cαη｝poπo枷8ノαpo几‘侃s　Mayr 95．2 49．9 21．4

・クロヤマアリ　Form‘Cα　血8Cα　ノαPOIZ‘Cα

Moもschulsky 95．7 49．9 6．3

ジガバチ科　Sphecidae

・ジガバチ　ハηzη↓OPん‘Zα　8αわωZosα　語∫ε8蝕Smith 89．9 43．6 19．4

ミツバチ科　Apidae

。ミツバチ　Aρ‘s　cerαπα　：Fabricius 88．8 45．5 21．2 87．1 33．7 17．7

注）表中の数値は感染を阻害若しくは促進した（負号の数値）率を示す
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を示した。また，クマコオロギ，スズムシ，イネカメム

シ，イチモンジセセリ，アゲハ，コスズメ，ホソヒラタ

アブ，ハンミ。ウ，クロオオアリなどの93種にも90％以

上の強い抑制作用が認められ，残るヒシバ。タなど64種

もかなりの程度感染を抑制した。この感染阻害作用は，

100倍液に希釈したとき，一部を除いて明らかに低下し

た。しかし，シ。ウリ。ウバッタ，モモアカアブラムシ，

ヤマトシジミ，ヒメジャノメなど若干の種は，1，000倍液

でもなお一応の阻害作用を示したのが注圏される。

　一方，CMVの感染に対して，10倍抽出液では供した

27種すべてに相当あ抑制作用が認められた。このうちシ

オカラトンボ，ショウリョウバッタ，モモアカアブラム

シなどTMVの感染をほぼ完全に抑えた種類を中心とす

る16種は，CMVの感染も強く抑制し，90％以上の阻害

率を示した。このCMV感染阻害作用は，　TMVの場合

と同じく希釈により減退したが，シ。ウリ。ウバッタで

は1，000倍液でも有意な作用を示したのが興味深い。

　なお，供した各種昆虫抽出液の両ウイルスに対する感

第2表　蛛形綱，甲殻綱，唇脚綱及び倍脚綱動物抽出液のTMVとの混合接種試験結果

供　　　　　試　　　　　動　　　　　物 1：10 1：100 1：1，000

蛛形網　Arachnida
％ ％ ％

真正クモ目　Araneae

ジグモ科　Atypidae

。ジグモ　湾孟）1Pα8　んαrscん‘Doenitz 39．8 23．8 一1．2

サラグモ科　Linyphiidae

・サラグモ　五‘η〔ソp厄α　mαr89ぬ磁α　Koch 47．2 17．6 7．2

コガネグモ科　Argiopidae

・オニグモ　Arαηθ㏄8　0θη‘r‘co8ωs　（L．　Koch） 31．4 23．7 2．2

甲殻綱　Crustacea

等脚目　Isopoda

オカダンゴムシ科Armadillidiidae

・オカダンゴムシ　／1rrηα（∫昴Z‘（1‘αm　oωZgαrε　（Latreille） 52．0 2．2 5．4

唇脚綱　Chilopoda

ゲジ目　Scuもigeromorpha

ゲジ科Scutigera

・ゲジ　Tんεrθαroπ8ηzα　ん記gεr↓（10r∫‘Verhoeff 47．6 6．5 2．5

オオムカデ目　Scolopendromorpha

オオムカデ科Scolopendridae

・アオズムカデ　ScoZopθη．drα　8μわ8p‘η．‘pθs　ノαporL‘cα　L．Koch 38．3 18．8 一3．7

倍脚綱　Dip圭opoda

オビヤスデ目　Poiydesrnoidea

ヤケヤスデ科S乞rongylosomidae

・ヤケヤスデ　0：r‘dω8　8rαc6Z‘s　（C．L．Koch） 31．6 1．8 3．4

注）表中の数値は感染を阻害若しくは促進した（負号の数値）率を示す
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染阻害の程度と当該昆虫の分類的所属との間には，特に

明らかな関係はうかがえず，また，この実験を通して，

ウイルス感染が有意に促される事例も認められなかった。

　2　蛛門下，甲殻綱，唇脚綱及び倍脚網動物抽出液

　　　のTMVとの混合接種試験

　昆虫綱以外のこれら4綱の節足動物5目7科7種につ

いて，その抽出液がTMVの感染にいかなる影響を及ぼ

すかを昆虫の場合に準じて調べた。得られた結果は第2

表に掲げた。

第2表より，10倍抽出液では供試7種の動物すべてが

一応の阻害作用を示した。しかし，これを希釈して1GO

倍及び1，000倍液としたとき，いずれの種にも有意な作

用は認められなくなった。

考 察

　従来，アブラムシやヨコバイなど若干種類の昆虫抽四

丁がTMVやTNVなどの感染を強く抑制することが報

告されている4）・14），33），37）・38も本懇で可及的糎

類の昆虫を供してこの点を調べたところ，TMVの感染

に対して供試した178種の昆虫抽出液すべてがこれを阻

止し，なかんずくシ。ウリ・ウバッタなどその60％前後

の種が特に強い作用を示した。また，ユ00倍液の場合70

％前後の種に，1，000倍液でも若干の種に一応の阻害作

用が見られた。一方，CMVについても供した27種の昆

虫抽出労すべてがその感染を阻害し，100倍液でも80％

以上の種に，1，000倍液では数種に有意な作用が認めら

れた。このような結果は，植物ウイルス感染阻害因子が

　　　　　　　　　5），　12），　13），　22），　25），　32）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広く存在す昆虫界に植物界同様

ることを示すと同時に，筋者には後者より濃度的により

高い，あるいは質的により強力な阻害因子の存在をうか

がわせる。

　ところで，TMVとCMV両者の感染を強く抑えた昆

虫の種類はほぼ同じであり，その程度にも余り違いは見

られなかった。この事実は，当該因子のウイルス特異性

が低いことを推測させ，宿主特異性はある程度認められ

るという別に行った実験の結果と相まって，本因子の作

用点が宿主にあることを示唆する。

　一方，蛛形綱，甲殻綱，唇凹凹及び倍野飼の供試7種

の動物抽出液もTMVの感染を抑制したが，その程度は

昆虫の場合に比べて低かった。この結果は，当該動物阻

害因子の性状についてもろもろの示唆を与える。それは

ともあれ，昆虫以外の一部節足動物に一定の阻害作用が

認められたという事実は，植物ウイルス感染阻害因子が

節足動物一般に広く存在する可能性を示すものであろう。

　さて，ある種植物の抽出液はウイルスの感染を促し，

また，希釈などの処理で感染阻害から促進に転化する例

も報告されている3）’5）’13）’22）’25）’32）。しかし，本実

験ではこの種の判然たる事例は認められなかった。この

結果は，なお確認を要するが，供試節足動物に含まれる

阻害因子の性状の一側面を物語って興味深い。

　なお1供試両ウイルスの感染を共に強く阻害したシ。

ウリ。ウバッタ抽出液について，別に試みた実験から当

該阻害因子の性状や阻害機構の輪郭あるいは阻害作用の

持続期間などが判明している。よってこの結果並びに上

記諸結果を踏まえて，今後動物界と植物界における阻害

因子の異同の詳細や，その応用的側面等を検討したいと

考える。

摘 要

　各種節足動物，特に昆虫類抽出液のTMV並びにCMV

の感染に及ぼす影響を検討し，以下の結果を得た。

　TMVの感染に対し，供した10目59科178種の昆虫

すべてに阻害作用が認められ，なかんずくアキアカネ，

シ。ウリ。ウバッタ，クルマバッタ，チャイロカメムシ，

モモアカアブラムシ，ヤマトシジミ，ヒメジャノメなど

104種が強い作用を示した。しかし，この阻害作用は抽

出液の希釈に伴い低下し，1，000倍液ではシ。ウリ。ウ

バッタなどの一部を除いてほぼ消失した。

　CMVについても，供試した8思2ユ科27種の昆虫抽

出液はすべてその感染を抑制し，特にシ。ウリ。ウバ。

タ，ベニシジミ，ヤマトシジミなどi6種の阻害度は高

かった。しかし，この場合も希釈により阻害作用の低下

若しくは消失を来した。

　蛛形綱，甲殻綱，唇畔引及び倍脚綱の5目7科7種の
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動物抽lii液も，　TMVの感染を阻止した。しかし，特に

強い作用を示すものは見られなかった。

　供した節足動物の抽出液に，実験の範囲ではTMVや

CMVの感染を有意に促す作用は認められず，また，昆

虫抽出液における阻害因子のウイル．ス特異性は低いよう

にうかがえた。

文 献

　1）　Allard，　H．A．：　U．　S．Dept．　Agric．　Bull．，

　　No．　40，　1（1914）

　2）　Bawden，　F．　C．　：　Adv．　Virus　Res．，　2，　31

　　（1954）

　3）　Benda，　G．　T．　A．　：　Virology，　2，　438（！956）

　4）　Black，　L．M．　：　Phytopathology，　29，　32i

　　　（1939）

　5）　Blaszczak，　W．，　A．　F．　Ross　and　R．H．　Larson：

　　Ibid．　49，　784（1959）

6）　Cheo，　P．　C．　and　R．　C．　Lindner：Virology，

　　24，　414（1964）

7）　Chester，　K．　S．：　Phytopathology，　24，　l180

　　（1934）

8）　Doolittle，　S．　P．　and　M．　N．Walker：　J．Agric．

　　Res．，　31，　1（1925）

9）　Duggar，　B．M．　and　J．　K．　Arirnstrong：Ann．

　　Missouri　Botan．Garden，　12，　359　（1925）

10）　Fritzsche，R．：Arch．PflSchutz．，6，31（1970）

l／）　Grasso，　S．　and　R．　J．　Shepherd：Phyton

　　pathology，68，　199（ユ978）

ユ2）Gupta，　B。M。　and　W．C．　Price：Ibid．，40，

　　642（1950）

ユ3）Gyδrgy，　B．　and　Z．　Bar6th：Arch．Phyto－

　　pathol．　u．　Pflanzenschutz．，　13，　223（1977）

14）　Hamilton，　M．　A．：Ann．　appl．　Biol．，　22，243
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）
　　（1935）

15）　Harrison，　B．　D．　and　W．　S．　Pierpoint：　J．

　　gen．　Microbiol．，　32，　417　（1963）

16）　Johnson，　」．：Phytopathology，31，679（1941）

17）　Limasset，P．：C．R．　Acad．　Sci．，　Paris，

　　　252，　3154（1961）

18）　Limasset，P．　：王bid．，253，2427（196ユ）

　　　　　　　　　　　　　　　ノ
19）　Limasset，P．：Annls　Epiphyt．，18，3

　　　（ユ967）

20）　McKeen，　C．　D．：Can．」．　Botany，34，891

　　　（1956）

2ユ）　Nienhaus，F．　and　C．　E．　Yarwood：Phyto－

　　　pathology，62，313（1972）

22）奥山　哲・堀江寿人：茨大農学術報告，No．　28，ユ

　　　（1980）

23）奥山哲・堀江寿人：同上，No．　30，15（1982）

24）奥山　哲・嶋津治夫・三浦正勝：同上，No．　21，1

　　　（エ973）

25）奥山哲・竹見～洋・坂ひとみ：同上，Ne．　26，

　　　35（1978）

26）奥山　哲・竹見一洋・坂ひとみ：同上，No．　26，

　　　49（1978）

27）奥山　哲・竹見一洋・坂ひとみ：同上，No．　26，

　　　57（1978）

28）　Ragetli，　H．W．」．：C　ur　r．　Adv．　Plant　Sci．，

　　NG　19，　321　（1975）

29）　Signoret，P．：C．　R．　Hebd．　S6anc．Acad．

　　　Sci，，　Paris，259，3892（1964）

30）　　Signoret，　P．：Ibid．，265，1093（1967）

31）　Signoret，　P．　A．　et　B．　Alliot：Ann．

　　　Phytopathol．，1，533（ユ969）

32）　Sirnons，∫．N．，　R．　Swidler　and　L．M．Moss：

　　　Phytopatho玉ogy，53，　677（1963）

33）　Smith，　K．　M．：Parasitology，33，ユ10（1941）

34）　Smookler，M．M。：Ann．　app1．Biol．，69，157（1971）

35）　Worms，G．　and　F．　Nienhaus：Phytopathol．

　　Z．，　82，　224（1975）

　　Wyatt，S．D．　and　R．」．　Shepherd：Phyto－

　　pathology，59，1787（1969）

37）　Yarwood．C．　E．　and　P．Kyriakopoulou：

　　Plant　Dis．Rep．，53，160（1969）

38）由崎俊道・勝野貞哉：北教大紀要，30，57（エ980）

一　12　一



河又ら　植物ウイルスの感染阻害物質に関する研究

　　　　　　　　　　Studies　on　lnhibitors　of　Plant　Virus　lnfectien

XL　The　effects　of　aqueous　ex廿acts　from　various　species　of　arthropods，

　　　　　　　　　mainly　insects，　on　the　infectivity　of　some　pla耐viruses

HITosHI　KAwAMATA，　S　ATosm　OKuyAMA　and　KATsuMI　AKuTsu

　　　　Aqueous　extracts　from　various　species　of　arthropods，　chiefly　insects，　were　examined

for　their　effects　on　plant　virus　infection　by　means　of　the　local　lesion　assay　on　ChenoPodium

amaranticolor．

　　　　Extracts　from　178　insect　species，　belonging　to　59　families　in　ten　orders，　all　decreased

the　infectivity　of　the　ordinary　strain　of　tobacco　mosaic　virus　（TMV）．　lnhibition　was　very

distinct　with　extracts　of　104　species，　including　Orthetrum　albistylum　sPeciosum，　SymPetrum

frequens，　Acrida　turrita，　Gastrimargus　marmoratzts，　Oedalezts　infernalis，　Patanga　7’aPonica，

Eurygaster　sin’　ica，　APhis　gossyPii，　Mvebls　Persicae，　Zizeerta　maha　argia，　and　Myca　lesis　gotama

fzalginia．

　　　　　Extracts　from　27　insect　species　in　21　families　inhibited　also　infection　with　the　ordi－

nary　strain　of　cucuniber　mosaic　virus．　Of　these　27　species，　followings　appeared　to　contain

potent　inhibitors　：　Orlhetrum　a　lbislylzam　sPeciosum，　A　crydizam　7’aPonicum，　A　crida　turrita，

AtractomorPha　bedeli，　Eblrygaster　sinica，　My2zes　Persicae，　Parnara　guttata，　Pieris　raPae　crucivora，

Colias　erate　PoliograPhzts，　Lycaena　Phlaeas　daimio，　Everes　argiades　hellotia，　Zi2eeria　maha

argia，　Vanessa　cardut，　Theretra　oldenlandiae，　EPistroPhe　balteata，　and　Stenygrinum　quadrino－

haum．

　　　　　Extracts　from　7　species　of　the　families　Atypidae，　Linyphiidae，　Argiopidae，　Armadilli－

diidae，　Scutigera，　Scolopendridae　and　Strongylosomidae，　arthropods　other　than　insects，

inhibited　TMV　infectivity　to　sorne　extent．

　　　　　Dilution　of　extracts　tested　with　distilled　water　removed　the　inhibition　or　decreased

it　but　did　not　reveal　an　augmenting　effect　on　lesion　production．

　　　　　The　data　obtained　in　this　study　suggested　that　there　is　no　apparent　viral　specificity

with　regard　to　inhibitor　action．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sci．　Rep．　Fac．　Agr．　lbaraki　Univ．，　No．32，　1一一一　13，　1984）
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